










































































































































































































































































の「1845年のサロン」 (“Salon de 1845")にも [357]「1846年のサロン」














この絵画評が発表される直前 (2月)、 ボードレー ルはポーの短編小説






























































































































































































































































(4)Howard,9οゴム,p. 3;Roger de Files,ZИ″ルP′′″r″ ″c .″Fra.9rり,tradu■
en Fran9aiS,1963,enrichi de remarques,augnlent6 d'un dialogue sur le coloris,
Sヽ repr,1973,pp 95‐96(“Remarquぃ,並1猛de peinture de Charles Alfonse
du Fresnoy").


















前半のフランスにおける対立については、He10n T.Garrett,“Th  hLation of










(12)ポードレー ルの文献はCharles Baudelaire,C″ッ″∫οO″診rの presen“t annot6








E砲″И′α″Pο′.,ed.■A.Harrison,17 vols,New Yort AMS Press,1965,Xl
pp.108‐109.以下、特にことわらない限り、ポーの典拠はこの全集による。
(13)この論は「ロングフェロー のパラー ド」と略称されることの多い詩論 (1842)







(16)リー、りιた,pp 233‐241(「適正論 〔デコールム〕」)、 およびpp.292‐294(補遺
6、「適正さと真実らしさ」)参照。






ている lp.250)。なおポー自身も認めているように、この文章はミ墨 s BacOn,
Es■賜 1597,No.43,“OfBeauty"の項から引用したものである。動′%rls a/
FrarlοおBαοο4 ed.,Bぉ1l MOntagu,London:william PiOkering,1825,vol l,p.145.
本稿注 20、36も参照のこと。
(19)Edgar A.Poe,6『″ッ″∫′″P′οW,traductiOn par Q.Baudelaire,“ab五et amot6 par
Y.‐C Itt Dantec,Pais, llBibll司いque de laP16iade》,1994p.242.
(20)このポー ドレールの論は、ポーの詩論 「構成の原理」 (“The Philosophy of
















































































































と結 びつ いた ものではない。α
“




















οοrllp"′′sdをラbrra′た33,α″ッ″αレカαらιr′g″′ぁ1 6dition crilique so■ls ia










保持し、配列し直すことによって得られると論じている (Joseph AddisoL Rト






レαtt α″常″Lga″D′′αoЮれ FeoOn亜tu■on et 6ditionpar Anne Lme,Hennatm,













考 として は、Amand Moss,3″ル
"″












































グ物″舶虎,reunis Par Salnuel Bing,Pans,1889,n°9,pp.■0‐111(邦訳、『藝術 の
日本』翻訳・監修、大島清次、瀬木慎一、芳賀徹、池上忠治、美術公論社、昭
和56年、pp.116‐117も参照した。)
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